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Relation between Consciousness and Fashion to Young Person’s Accessories
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Ｂ．ハートネックレス・ピアス 0.433 －0.750 0.256 0.495
2
Ｃ．ビーズネックレス －0.085 －0.066 0.114 0.063
Ｄ．星ネックレス 0.115 －0.520 0.216 0.481
3
Ｅ．リボンネックレス・革ブレスレッド 0.231 0.114 －0.018 0.015
Ｆ．天使ネックレス －0.005 －0.414 0.088 0.191
4
Ｇ．カラフルネックレス・リングピアス・革ブレスレッド －0.355 0.670 －0.358 －0.611
Ｈ．パールネックレス・パールピアス 0.401 0.604 －0.100 －0.291
5
Ｉ．ウッドネックレス・革紐ブレスレッド －0.321 0.014 －0.050 －0.041












Ｂ．ピンクＴシャツ・青デニムパンツ －0.105 －0.332 －0.142 －0.119
2
Ｃ．黒シャツ・白黒重ね着スカート 0.197 0.112 0.258 0.171
Ｄ．原色シャツ重ね着・黒ハーフパンツ －0.189 0.008 －0.050 0.041
3
Ｅ．ピンク Tシャツ・水玉スカート 0.423 0.300 －0.092 －0.063
Ｆ．重ね着ピンクレースチュニック・八分丈パンツ 0.369 0.010 －0.008 0.031
4
Ｇ．黒Ｔシャツ・ベ－ジュ八分丈パンツ －0.247 －0.178 －0.020 －0.019
Ｈ．水色アンサンブル・紺デニムパンツ 0.199 －0.162 0.074 －0.019
5
Ｉ．原色キモノスリーブシャツ・サルエルパンツ －0.387 0.370 0.080 0.143
Ｊ．原色タンクトップ重ね着・花柄ロングスカート 0.133 0.117 0.154 0.135
平均スコア 2.267 2.393 1.738 1.977
重相関係数 0.928 0.958 0.736 0.696
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リーの組み合わせを説明変数とした。なお数量化Ⅰ類は，通常，説明変数は要因としてい
くつかのカテゴリーをあげて解析を行うが，今回は多様な種類のコーディネートであるた
め，アクセサリーと服装の試料をそのままカテゴリーとして解析した。
4-3　要因分析の結果
　表２は，要因分析結果であり，代表の組み合わせ例を図５に示す。
　「女性的」は，偏相関係数がアクセサリーは0.867，服装は0.872となり，高い数値を示
している。これは両者の相乗効果によって，コーディネートが成立しているといえる。要
因得点からアクセサリーは，Ｂ（ハートネックレス・ピアス），Ｈ（パールネックレス・
パールピアス），Ｅ（リボンネックレス・革ブレスレッド），服装は，Ｅ（ピンクＴシャツ・
水玉スカート），Ｆ（ピンクレースチュニック・八分丈パンツ），Ｈ（水色アンサンブル・紺
デニムパンツ），Ｃ（黒シャツ・白黒重ね着スカート）の得点が高い。こうした小ぶりや，
パールを取り入れたアクセサリーと，ピンクや水色のうすい色，フリルやリボンといった
装飾性が施された服装，清楚な服装との組み合わせが，フェミニン，エレガンスと判断さ
れ女性的印象を一層強く与えるコーディネートとなっている。図は省略したが，Ｔシャ
─　　─
（B×H）
女性的
魅力的
（H×F） （G×E） （H×I）
（D×C） （B×J）
個性的
図５　要因得点によるアクセサリーと服装の組み合わせ例 
（アクセサリー×服装）
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ツ，重ね着のパンツに，カラフルなアクセサリーや大きな目立つアクセサリーを組み合わ
せると，男性的印象を与える。
　「個性的」は，偏相関係数がアクセサリーは0.950，服は0.804を示し，「女性的」主成分
と同様，両者が影響を及ぼしている。要因得点からアクセサリーは，Ｊ（エスニックネッ
クレス・ピアス・ブレスレット），Ｇ（カラフルネックレス・リングピアス・革ブレスレッ
ト），Ｈ（パールネックレス・パールピアス），服装は，Ｉ（原色キモノスリーブシャツ・サ
ルエルパンツ），Ｅ（ピンクＴシャツ・水玉スカート）の得点が高く，この組み合わせが個
性的印象を強くする。「個性的」は，アクセサリーのデザインの大きさや色彩も影響する
が，身に付ける場所が首，腕，耳と多部分であることから，視線が次々に動き，服装より
も目につくと考えられる。反対にＢ（ハートネックレス・ピアス），Ｄ（星ネックレス）の
アクセサリーとＢ（ピンクＴシャツ・デニムパンツ）の服装との組み合わせは，要因得点
が低くなり，平凡なコーディネートとなる。
　「魅力的」は，偏相関係数がアクセサリーは0.649，服装は0.561である。要因得点から
アクセサリーは，Ｂ（ハートネックレス・ピアス），Ｄ（星ネックレス）が高いが，これら
は「個性的」において平凡と評価されたものである。しかし服装は，C（黒シャツ・白黒
重ね着スカート），Ｊ（原色タクトップ重ね着・花柄ロングスカート）の要因得点が高く，
小ぶりなアクセサリーと，モノトーン色や柄物が配された重ね着の服装スタイルの組み合
わせが大人っぽく，魅力的な印象を与えている。このようにイメージの異なるアクセサ
リーや服装を組み合わせることにより，新しいイメージを表現できることがわかる。
　全体に調和がとれているかを検討するために加えた「似合う」は，偏相関係数がアクセ
サリーは0.669，服装は0.338となり，服装よりもアクセサリーによる影響が大きい。要因
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得点からアクセサリー，服装ともに「魅力的」と同様の試料得点が高いことがわかる。こ
れより若者が評価する「似合う」は，人物が魅力的に見えることと共通性があることが示
唆された。なお各評価語の重相関係数は，0.9280，0.9579，0.7364，0.6961である。
　以上，アクセサリーと服装との組み合わせの方法により，様々にイメージを変化させる
ことができた。これまで服装の付属品として意識されていたアクセサリーは服装と同等，
それ以上の影響を着装者に与えることが明らかとなり，アクセサリーを自由な発想の基に
取り入れ，服装の印象を強くしたり変化させたりすることができ，コーディネートの幅が
広がることを確認した。また豪華で多彩であり，美しく着飾ることが女性の象徴とされて
きた中世や近世のアクセサリーに比べ，現代はシンプルでさりげないデザインが女らしさ
を演出し，目につくデザインや多数身につけることが個性を演出する方法であることを若
者は認識していることも明らかとなった。
５．おわりに
　本研究は，付属品にすぎなかったアクセサリーが現代の服装において大きな役割を果た
していると考え，調査研究した。
　若者のアクセサリーに対する意識調査の結果，所持率は高くアクセサリーは今や無くて
はならない存在であり，特別な理由がなくても日常的に身につけている。しかし，古代か
らの意識の違いは明らかであり，現代は実用的機能を重視するのではなく，人間の遊び心
から生まれてくる “おしゃれ” のためであった。ものが豊富にある現代は，アクセサリー
のデザインも豊富であり，“おしゃれ” をすることに関心がある若者が，こうした意識を
持つことに無理は無いといえる。
　服装調査を行い主成分分析した結果，コーディネートイメージは「女性的」「個性的」
「魅力的」の３主成分が抽出された。ついでクラスター分析した結果，服装傾向は「シン
プル・パンツスタイル派」「重ね着スタイル派」「女性的スタイル派」「魅力的スタイル派」
「個性的スタイル派」の５グループに分類され，各クラスターの特徴を把握することがで
きた。
　各クラスターを代表するコーディネートに対して，アクセサリーと服装を組み変えて
「女性的」「個性的」「魅力的」に「似合う」を加え要因分析した。その結果，アクセサ
リーが服装に与える影響は大きく，アクセサリーの大きさや色，身につける数により，服
装と同等の影響を与えることが確認できた。また「似合う」については「魅力的」と共通
した傾向を示し，現代若者の意識として，アクセサリーと服の調和がとれて着装者に似
合っていることは，人物が魅力的に見えていると評価していることが示唆された。
　以上，アクセサリーは服装との相乗効果によってコーディネートイメージを変える。手
軽で確実に印象を変えるアクセサリーは若者とって馴染み深いものであり，必要度が高い
といえる。そして個性化が進む現代だからこそ自己表現する意味を見直すべきではないだ
ろうか。私たちに個性があるように，身につけるものにもそれぞれ個性がある。従って自
分たちの個性をより自由に手軽に表現できるのはアクセサリーであると思われる。こうし
た意味をもう一度理解し，身につけることで，現代の若者はより新しい面白さを発見でき
自己表現ができるのではないだろうかと考える。
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